
日
本
共
産
党
鶴
岡
市
議

団
（
加
藤
鉱
一
団
長
）
は

月

日
、
皆
川
治
市
長

10

27

と
初
め
て
懇
談
の
機
会
を

持
ち
ま
し
た
。

加
藤
氏
に
祝
い
酒
「
誤

解
招
く
行
為
だ
っ
た
」

党
市
議
団
は
、
報
道
さ

れ
て
い
る
「
加
藤
鮎
子
氏

に
対
す
る
衆

院
選
当
選
祝

い
」
に
つ
い

て
質
問
。
こ

れ
に
対
し
、

市
長
は
「
総

選
挙
投
票
日

の
翌
日
の
23

日
、
初
登
庁

の

９

時

前

に
、
地
元
選

出
代
議
士
な

の
で
挨
拶
に

伺
っ
た
。
手

ぶ
ら
で
も
良

か
っ
た
が
、

後
援
会
が
お

酒
を
用
意
し

て
い
た
の
で

そ
れ
を
持
参

し
た
。
そ
の
後
、
事
務
所

か
ら
『
不
適
切
で
は
な
い

か
』
と
指
摘
さ
れ
、

日
24

に
回
収
し
た
。
誤
解
を
招

く
行
為
だ
っ
た
」
と
述
べ

ま
し
た
。

「
自
ら
贈
っ
た
酒
の
回

収
に
市
職
員
を
使
っ
た
こ

と
は
、
適
切
で
あ
る
か
疑

問
だ
」
と
質
し
た
の
に
対

し
、
「
事
務
所
か
ら
回
収

し
て
ほ
し
い
と
電
話
が
あ

っ
た
際
に
取
材
を
受
け
て

い
た
最
中
で
、
私
が
行
け

な
か
っ
た
の
で
職
員
か
ら

行
っ
て
も
ら
っ
た
」
と
述

べ
ま
し
た
が
、
党
市
議
団

は
「
本
来
、
後
援
会
が
回

収
す
べ
き
だ
っ
た
」
と
指

摘
し
ま
し
た
。

来
年
度
予
算
、
市
長
公

約
の
特
別
枠
設
け
る

党
市
議
団
は
、
皆
川
市

長
が
初
心
で
示
し
た
「
市

民
党
」
の
立
場
を
、
市
民

の
期
待
を
裏
切
る
こ
と
な

く
貫
か
れ
る
よ
う
、
ま
た

公
私
の
区
別
を
守
る
よ
う

要
請
し
、
市
長
は
誠
実
に

果
た
す
こ
と
を
約
束
し
ま

し
た
。

市
長
が
公
約
で
示
し

た
、
学
校
給
食
費
の
無
償

化
実
現
な
ど
に
つ
い
て
も

話
題
に
し
ま
し
た
。
懇
談

に
同
席
し
た
髙
橋
健
彦
総

務
部
長
は
、
来
年
度
の
予

算
編
成
方
針
に
つ
い
て
、

市
長
公
約
の
特
別
枠
を
設

け
て
い
る
こ
と
、
財
源
確

保
の
検
討
な
ど
来
年
１
月

の
市
長
査
定
に
向
け
て
作

業
を
進
め
て
い
る
こ
と
な

ど
を
述
べ
ま
し
た
。
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鶴岡市議会会派別議員名簿
（１０月３０日現在）

日本共産党鶴岡市議団（５人）

団 長 加藤 鉱一

幹事長 菅井 巌

会 計 坂本 昌栄

山田 守、長谷川 剛

新政クラブ（１６人）

団 長 小野寺佳克

副団長 本間 信一

幹事長 尾形 昌彦

政調会長 菅原 一浩

副幹事長 齋藤 久、渋谷 耕一

佐藤 文一、本間新兵衛

会 計 石塚 慶

野村 廣登、佐藤 博幸

五十嵐一彦、佐藤 久樹

佐藤 昌哉、本間 正芳

阿部 寛

市民クラブ（６人）

代 表 加賀山 茂

副代表 小野 由夫

幹事長 石井 清則

会 計 渡辺 洋井

事務局長 今野美奈子

田中 宏

政友公明クラブ（４人）

代 表 富樫 正毅

副代表 中沢 洋

幹事長 秋葉 雄

事務局長 黒井 浩之

無所属（１人）

草島 進一

懇談する皆川市長（左）と日本共産党市議団（１０月２７日、市役所内）

戦
後
、
占
領
下
の
沖
縄

で
米
軍
の
圧
政
に
不
屈
に

立
ち
向
か
っ
た
故
・
瀬
長

亀
次
郎
さ
ん
の
た
た
か
い

を
描
い
た
映
画
『
米
軍
が

ア
メ
リ
カ

最
も
恐
れ
た
男

そ
の
名

は
、
カ
メ
ジ
ロ
ー
』
が
、

４
日
か
ら

日
ま
で
、
鶴

17

岡
ま
ち
な
か
キ
ネ
マ
で
上

映
さ
れ
て
い
ま
す
。

第
１
回
立
法
院
議
員
選
挙

で
最
高
得
票
で
当
選
。
そ

の
後
、
弾
圧
（
人
民
党
事

件
）
を
受
け
２
年
間
投
獄

さ
れ
ま
す
が
、
１
９
５
６

年
の
那
覇
市
長
選
で
当

選
。
「
瀬
長
布
令
」
で
失

職
す
る
ま
で

ヵ
月
の
那

11

覇
市
政
を
め
ぐ
る
米
軍
と

の
攻
防
は
、
彼
に
対
す
る

沖
縄
の
住
民
の
絶
大
な
支

持
を
呼
び
ま
し
た
。

そ
の
後
、
衆
院
議
員
を

瀬
長
さ
ん
は
１
９
４
７

年
に
沖
縄
人
民
党
の
結
成

に
参
加
、
１
９
５
２
年
の

７
期
務
め
、
沖
縄
人
民
党

が
日
本
共
産
党
と
合
流
し

た
後
は
、
日
本
共
産
党
副

委
員
長
を
務
め
ま
し
た
。

日
（
土
）

時
か
ら
佐

11

17

古
監
督
舞
台
挨
拶

日
（
土
）
の

時
か

11

17

ら
の
上
映
終
了
後
、
佐
古

忠
彦
監
督
の
舞
台
挨
拶
が

行
わ
れ
ま
す
。
座
席
指
定

先
売
り
チ
ケ
ッ
ト
の
販
売

が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
求
め
は
鶴
岡
ま
ち
な
か

キ
ネ
マ
で
。

米
軍
の
圧
政
に
立
ち
向
か
っ
た
瀬
長
亀
次
郎
さ
ん
の
た
た
か
い
を
映
画
化

米
軍
が
最
も
恐
れ
た
男

そ
の
名
は
、カ
メ
ジ
ロ
ー

ア
メ
リ
カ４

日
か
ら

日
ま
で
鶴
岡
ま
ち
な
か
キ
ネ
マ
で
上
映

17



い
ま
、
田
川
地
区
の
県

立
高
校
再
編
整
備
実
施
計

画
が
推
進
さ
れ
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。

１
日
に
庄
内
町
で
、
２

日
午
後
７
時
か
ら
出
羽
庄

内
国
際
村
で
説
明
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

県
教
育
委
員
会
の
構
想

で
は
、
庄
内
総
合
高
校
を

平
成

年
度
に
全
日
制
１

34

学
級
滅
し
、
昼
間
定
時
制

と
通
信
制
を
新
設
作
、
ま

た
平
成

年
度
ま
で
鶴
岡

36

南
高
校
と
鶴
岡
北
高
校
を

統
合
し
、
県
立
中
学
校
を

新
設
し
て
庄
内
中
高
一
貫

校
（
仮
称
）
と
し
て
そ
の

敷
地
・
校
舎
を
活
用
し
て

ゆ
く
考
え
で
す
。

一
部
エ
リ
ー
ト
の
た
め

の
予
算
つ
ぎ
込
み

日
本
共
産
党
は
、
こ
の

間
の
国
の
「
一
貫
校
」
構

想
、
ス
ー
パ
ー
ハ
イ
ス
ク

ー
ル
な
ど
の
教
育
政
策
は

一
部
エ
リ
ー
ト
の
た
め
の

教
育
に
公
立
高
校
予
算
を

重
点
的
に
つ
ぎ
込
む
も
の

で
、
教
育
格
差
を
助
長
し

か
ね
な
い
と
、
学
校
予
算

の
差
別
化
に
反
対
し
て
き

ま
し
た
。

９
月
議
会
で
は
加
藤
太

一
市
議
が
、
義
務
教
育
課

程
の
中
で
、
小
学
校
卒
業

後
に
選
抜
試
験
を
受
け
不

合
格
に
よ
っ
て
失
望
感
や

挫
折
感
を
生
み
出
す
こ
と

へ
の
疑
念
な
ど
、
こ
の
問

題
を
質
し
ま
し
た
。

鶴
岡
北
高
同
窓
生

統
合
に
反
対
の
声

ま
た
、
鶴
岡
北
高
同
窓

生
の
一
部
か
ら
は
「
学
校

統
合
」
に
つ
い
て
新
聞
な

ど
で
反
対
の
声
が
報
じ
ら

れ
て
い
ま
す
。

県
教
育
委
員
会
と
し
て

方
針
に
つ
い
て
は
小
中
学

校
、
高
校
な
ど
で
も
児
童

生
徒
を
通
じ
て
各
家
庭
に

案
内
さ
れ
て
い
る
様
子
で

す
が
、
「
格
差
を
生
み
出

す
教
育
競
争
社
会
で
い
い

の
か
」
教
育
の
格
差
拡
大

を
生
じ
か
ね
な
い
問
題
で

あ
る
と
同
時
に
、
県
教
育

委
員
会
で
の
検
討
実
態
が

知
ら
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

県
は
、
田
川
地
域
で
２

回
の
説
明
会
と
、

月
11

15

日
ま
で
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
（
意
見
公
募
）
で
、

こ
の
方
針
を
結
論
づ
け
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。

党
市
議
団
も
説
明
会
を

傍
聴
し
ま
し
た
。

水道課入札結果（ ）内は予定価格
10月27日入札分

・槙代配水池フェンス更新工事（槙代地内）（入札1業
者）
青葉建設(株) 1,400,000円（1,430,000円）

工期～30/3/23（落札率97.90％）
・平成29年度 取・送水ポンプ更新工事（羽黒町上野新
田ほか）（入札4業者）
日栄産業(有) 9,700,000円（10,080,000円）

工期～30/3/19（落札率96.23％）
・今泉地内径75粍配水管移設工事（今泉地内）
中止

下水道課入札結果（ ）内は予定価格
10月26日入札分

・市集落排水事業 羽黒中央地区管路施設102号新設工
事(その3)（羽黒町後田ほか地内）
中止

10月24日入札分
・市集落排水事業 羽黒中央地区102号ほかﾏﾝﾎｰﾙﾎﾟﾝﾌﾟ
新設工事（馬渡ほか地内）（入札3業者）
山形空調(株) 37,800,000円（39,827,000円）

工期～30/3/23（落札率94.91％）

土木課入札結果（ ）内は予定価格
10月26日入札分

・市道余慶町西茅原線詳細設計業務（余慶町地内）（入
札12業者）
(有)鶴岡測量 9,700,000円（10,147,000円）

期間～30/3/23（落札率95.59％）

月

日
、「
『
沖
縄
か

10

29

ら
憲
法
と
平
和
を
語
る
』

ダ
グ
ラ
ス
・
ラ
ミ
ス
講
演

会
」
が
、
鶴
岡
カ
ト
リ
ッ

ク
教
会
・
天
主
堂
で
開
催

さ
れ
、
１
３
０
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

ラ
ミ
ス
さ
ん
は
大
学
卒

業
後
軍
人
に
な
る
こ
と
を

自
ら
志
願
、
沖
縄
海
兵
隊

に
駐
留
。
海
兵
隊
で
は
、

上
官
の
命
令
に
は
絶
対
服

従
で
躊
躇
な
く
「
殺
人
」

を
行
う
こ
と
が
徹
底
し
て

訓
練
さ
れ
る
こ
と
や
、
戦

争
に
よ
り
多
く
の
退
役
、

除
隊
後
の
軍
人
が
Ｐ
Ｔ
Ｓ

Ｄ
（
心
的
外
傷
後
ス
ト
レ

ス
障
害
）
に
よ
り
、
殺
人
、

犯
罪
、
虐
待
発
生
し
て
い

る
こ
と
に
つ
い
て
生
々
し

く
報
告
し
ま
し
た
。

ま
た
、
沖
縄
に
９
割
以

上
米
軍
基
地
が
駐
留
し
て

い
る
こ
と
に
つ
い
て
、「
ヤ

マ
ト
の
人
が
無
関
心
」
だ

と
し
、
米
軍
が
あ
る
こ
と

で
沖
縄
で
起
き
て
い
る
多

く
の
凶
悪
な
犯
罪
に
つ
い

て
関
心
を
持
つ
必
要
が
あ

る
こ
と
、
決
定
的
に
重
要

な
こ
と
は
日
米
安
保
条
約

に
つ
い
て
日
本
人
の
過
半

数
以
上
の
人
が
容
認
し
て

い
る
こ
と
を
上
げ
、
日
米

安
保
条
約
を
廃
棄
す
る
運

動
が
必
要
だ
と
し
ま
し

た
。ラ

ミ
ス
さ
ん
は
、
「
今

日
や
明
日
叶
う
問
題
で
は

な
い
け
れ
ど
、
み
ん
な
の

力
で
で
ひ
と
つ
ず
つ
積
み

上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。」

と
訴
え
ま
し
た
。

講演を行うダグラス・ラミスさん（１０月２９日、鶴
岡カトリック教会天主堂）

統合・中高一貫校化が計画されている鶴岡南高（左）と鶴岡北高（右）


